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平成３０年度第１回尾張旭市児童館運営委員会会議録 

 

１ 開催日時 

  平成３０年１０月５日（金） 

  開会 午前１０時００分 

  閉会 午前１１時００分 

２ 開催場所 

  尾張旭市役所 ３０２・３０３会議室 

３ 出席委員 

  大竹厚美、川島弘子、中島美彩、谷山れい子、山田麻記子、 

嶋津敦、長谷川環、小髙京子、髙島亜矢子  ９名 

４ 欠席委員 

  村口やすこ、竹内美保子、秋田貴子  ３名 

５ 傍聴者数 

  なし 

６ 出席した事務局職員 

  こども子育て部長 阿部智晶、こども課長 後藤收、 

こども課主幹 竹中美喜、こども課こども係長 小椋基美、 

こども課こども係主事 峯村駿 

７ 議題等 

 (1) 児童館事業の実施状況等について 

 (2) 今年度の施設改修工事について 

８ 配布資料 

 ・平成３０年度第１回尾張旭市児童館運営委員会次第 

 ・尾張旭市児童館運営委員会委員名簿 

 ・平成３０年度第１回尾張旭市児童館運営委員会座席表 

・児童館事業の実施状況等について・・・資料１ 

 ・今年度の施設改修工事について・・・資料２ 

・尾張旭市児童厚生施設の管理運営に関する規則（抜粋）・・・参考資料 
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９ 会議の要旨 

事務局 本日は、お忙しい中、児童館運営委員会にご出席いただき、誠

にありがとうございます。 

それでは、定刻となりましたので、ただ今から、平成３０年度

第１回尾張旭市児童館運営委員会を開会させていただきます。 

本日の議題に入るまでの間、進行役を務めさせていただきま

す、こども課こども係長の小椋でございます。どうぞよろしくお

願いいたします。 

 会議に入ります前に、欠席委員について報告させていただきま

す。村口やす子委員、竹内美保子委員、秋田貴子委員から本日の

会議を欠席される旨の連絡がありましたことを報告いたします。 

本日の出席委員は９名でございますので、過半数の出席をいた

だいております。従いまして、尾張旭市児童厚生施設の管理運営

に関する規則第８条の規定による定足数に達しておりますので、

当会議は有効に成立いたしております。 

なお、当会議につきましては公開しておりますので、会議の傍

聴席を設けてございます。また、会議録を作成し、市ホームペー

ジ等で公表をしてまいりますので、よろしくお願いします。 

それでは、はじめに開会にあたりまして、こども子育て部長よ

りあいさつを申し上げます。 

こども子育て部長 （こども子育て部長挨拶） 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

ありがとうございました。 

ここで、本日の会議資料の確認をさせていただきます。 

事前に配布し、お持ちいただきました資料といたしまして、「次

第」とその裏面に「児童館運営委員会名簿」２枚目に「座席票」

が添付してあります。 

３枚目に資料１「児童館事業の実施状況等について」とその資

料として別紙１から別紙５を添付しております。 

その次に、次第から９枚目になりますが、資料２「今年度の施

設改修工事について」があり、最後に参考資料として「尾張旭市

児童厚生施設の管理運営に関する規則」の抜粋が添付してありま

す。 

以上が本日の会議の資料となります。 

資料が不足しておりましたら、お声をかけていただきますよう

お願いいたします。 

よろしいでしょうか。 

議題に入る前に、今回が委員改選後の初めての会議となります

ので、「委員の皆様の自己紹介」をお願いしたいと思います。 

それでは右回りで座席の順に長谷川委員からお願いします。 
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各委員 （自己紹介） 

事務局 ありがとうございました。 

続きまして、事務局職員の自己紹介をさせていただきます。 

（各職員自己紹介） 

 続きまして次第２の委員長・副委員長の選出に移ります。 

 進行につきましては、事務局で行わせていただきます。 

 それでは、資料の最後に添付してあります「尾張旭市児童厚生

施設の管理運営に関する規則（抜粋）」をご覧ください。 

 規則第７条第１項の規定により、「委員会には委員長及び副委

員長を置き、委員の互選によりこれを定める」こととなっており

ます。 

委員長、副委員長の選出について、どなたかご発言はございま

せんか。 

谷山委員 委員長につきましては、学識経験が豊富な小中学校長会の長谷

川環委員に、副委員長につきましては、児童福祉分野に造詣の深

い、民生児童委員・児童福祉部会長の大竹厚美委員にお願いした

らいかがでしょうか。 

事務局 

 

ただ今、谷山委員よりご発言のありました、委員長を長谷川環

委員に、副委員長を大竹厚美委員にお願いしてはということです

が、皆さまいかがでしょうか。 

委員 （異議なしの声） 

事務局  それでは、長谷川委員長は机の上にあるネームプレートをお持

ちになり、委員長席へ移動をお願いいたします。 

 それでは、長谷川委員長、大竹副委員長から一言ご挨拶をお願

いいたします。はじめに、長谷川委員長からお願いいたします。 

長谷川委員長 （長谷川委員長あいさつ） 

事務局 ありがとうございました。 

続きまして、大竹副委員長から一言ご挨拶をお願いします。 

大竹副委員長 （大竹副委員長あいさつ） 

事務局 ありがとうございました。 

委員長が選出されましたので、以後の会議の進行は、尾張旭市

児童厚生施設の管理運営に関する規則第７条第２項の規定によ

りまして、委員長が会議の議長になるとされておりますので、以

後の議事の進行は委員長にお願いいたします。 

それでは、長谷川委員長よろしくお願いいたします。 
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長谷川委員長 規定によりまして、この会議の議事進行を進めさせていただく

委員長の長谷川です。よろしくお願いたします。 

会議の進行にあたり、行き届かない点も多々あるかと思います

が、皆さま方から忌憚のないご意見をいただき、会議を円滑に進

めてまいりたいと思いますので、ご協力をお願いいたします。 

本日の会議の議題は、２つございます。 

会議としましては、概ね午前１１時半頃を目途に終了できれば

と考えておりますので、ご協力のほどよろしくお願いいたしま

す。 

先ほど、事務局から説明がありましたが、発言にあたりまして

は、挙手の後、指名を受けてからお願いしたいと思います。 

それでは、議題（１）の「児童館事業の実施状況等について」

に入ります。 

事務局より説明お願いします。 

事務局 （議題（１）について資料１より説明） 

長谷川委員長 ありがとうございました。 

ただ今、事務局から「児童館事業の実施状況等について」説明

がありましたが、ご質問、ご意見がございましたらご発言をお願

いします。 

長谷川委員長 ご質問等もないようですので、次の議題に移ります。 

それでは、議題（２）の「今年度の施設改修工事について」事

務局から説明をお願いします。 

事務局 （議題（２）について資料２より説明） 

長谷川委員長 ありがとうございました。 

ただ今、事務局から「今年度の施設改修工事について」説明が

ありましたが、ご質問、ご意見がございましたらお願いします。 

長谷川委員長 特に質問等も無いようですので４の「その他」に移ります。 

それでは、４の「その他」について、事務局から何かありまし

たらお願いします。 

事務局 （次回開催のお知らせ） 

次回の開催が来年度となりますと、少し先になってしまいま

す。せっかくの機会ですので、皆様が日頃児童館について思われ

ていること等がありましたら、ご了解いただけるのであれば順番

に一言ずつお願いします。 
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大竹副委員長 児童館ということで、「児童」というと小学校６年生までにな

ると思いますが、児童館において、中学生の位置付けをどのよう

に考えているのか伺いたい。たとえば、ジュニアリーダー等のよ

うに、イベント等に参加した小学生の指導を行うような立場とし

て捉えているのか、それともイベントの参加対象者として捉えて

いるのか教えてほしい。 

事務局 

 

児童館を最も多く利用する年齢層は小学生ですが、１８歳まで

の児童が利用できる施設として捉えています。 

そのため、中学生も児童館の利用対象者に含まれており、こど

もまつり等のイベントでは、ジュニアリーダーが子ども会でキャ

ンプ等を実施する際、大人の手伝いをしてくれるように、児童館

では中学生にボランティアとして手伝いをしてもらっています。 

また、児童福祉法での児童の定義が１８歳までとなっており、

児童館もその年齢の児童とその保護者が利用できる児童厚生施

設という位置付けになっています。利用者のメインは小学生です

が、中学生や高校生も利用しています。中学生や高校生は自由来

館で卓球等を行うこともありますし、こどもまつり等のイベント

で、昔自分が参加して楽しかった思い出があることから、自分た

ちもボランティアとして地域の子ども達に楽しませてあげたい

と参加してくれる場合もあります。 

市としては、児童館が異年齢の交流や地域での交流ができる場

として、今後もより良い運営を行っていきたいと考えています。 

谷山委員 み子ネットは児童館を拠点として、こどもまつり等のイベント

でボランティアを行っています。 

そこでは中学生や高校生がボランティアとして参加しており、

それ以外の通常の来館時にも一緒に小学生と中学生が一緒に卓

球で遊んでいる姿を見かけたこともあります。 

そういった姿を見ると、児童館は異年齢や地域での良い交流の

場となっているように感じます。 

嶋津委員 私自身、児童館を利用したことがほとんどありませんでした

が、子どもがたまに児童館に行ってきたという話を聞いたことは

あります。その話を聞くと、普段耳にしない友達と遊んだ話等を

していたこともありました。 

今日初めて、児童館どういう事業を実施しているのかが分か

り、良い機会になりました。 
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川島委員 旭丘校区に住んでいますが、児童館は子ども達にとって、とて

も身近な存在になっていると思います。 

私もたまに児童館に顔を出しますが、学校が終わってからの子

ども達の大事な居場所になっていると思います。 

先日も、家に入れず困っている児童がおり、その時は、近所の

方が見てくれましたが、そのような状況の時は児童館に行けば居

場所があり、頼りになる場所だと思います。 

もう一点は、児童館だよりについて、色々な行事をやっている

ことはよくわかるのですが、例えば参加者の感想等を載せるとよ

り身近に感じてもらえるのではないかと思いました。 

先日の台風のとき、自転車で合羽を着てまで児童館に行く子ど

もがおり、児童館を楽しみにしている児童もいるのだと思いまし

た。 

中島委員 子どもが小学生の時、児童館にはよくお世話になっていまし

た。子どもが遊びに行く場所で、一番安全な場所が児童館で、子

どもも、いくつもクラブに入っており、けん玉大会にも参加させ

てもらった覚えがあります。 

三郷児童館について、前の道路の交通量が多く、数年前から手

を加えてもらい、改善していることはすごく分かっているのです

が、それでもまだ心配なので、今後見直し等していただきたいと

思います。 

髙島委員 ３歳の娘がいますが、もともと自分もあまり児童館の存在を知

りませんでした。ママ友に尾張旭市の児童館がすごく良いという

話を聞いて利用し始めました。現在は自分が児童館を勧めるよう

になりましたが、話をすると昔の自分と同様、児童館を知らない

人が多くいます。 

子育て中は皆さん忙しく、なかなか広報等をじっくり読む時間

がないことから、せっかくの児童館を知らないという人が多くい

るため、上手くＰＲしていければよいのではないかと思います。 

小髙委員 以前から親子で参加できるイベントが多くあったのですが、最

近は子どもが楽しめるだけでなく、参加した保護者も楽しめるよ

うなイベントが充実してきたように感じます。 

私も広場をよく利用しますが、同じ親子の参加が多くなってし

まっており、検診等のときに児童館の利用を勧めているようです

が、なかなか初めて行く方が増えていないように感じるため、そ

ういった方たちにも利用してもらえるようになれば良いなと思

います。また、藤池児童館でやっていたおはよう広場等も活用さ

せてもらい、子育てについて相談させてもらったこともあり心強

く感じました。 
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山田委員 発達支援関係について、各児童館で「おはようサロン」を昨年

度実施し、相談を聞く等していると伺いましたが、職員が障がい

に対する理解を深めるために、職員間での研修や講演会に参加し

たりしていますか。 

事務局 保健福祉センターで開設している「こどもの発達センターにこ

にこ」で相談のあった家庭等に対し、地域でも相談等ができる場

所があればとの思いで、数年前に藤池児童館からスタートし、昨

年度から全児童館で実施しています。 

職員の障がいに対する理解については、日常的に保育士研修等

に参加することや、発達センターや保健師に相談しつつ、その児

童に合った支援を行うことができるよう努めています。 

山田委員 中学生の息子が小さかった時は、まだ「おはようサロン」や支

援センター等が充実していなかったため、気軽に相談できる場所

がありませんでしたが、今は相談できる環境が整い、これから子

育てを行う家庭にとって心強いと思います。 

相談をして、悩みが解決できるわけではないかもしれません

が、話を聞いてもらえるだけで助かる人もたくさんいると思うの

で良いと思います。 

障がいを抱える児童の放課後の居場所として、現在は、放課後

デイサービスが主になっていると思いますが、そういった児童も

児童館を利用することで、普通学級に通う子ども達と触れ合う場

や、地域との交流を深める場に児童館がなっていけば良いなと思

います。 

谷山委員 みらい子育てネットは児童館を拠点に活動させてもらってお

り、児童館でよく子ども達の様子を見ています。児童館での様子

を見ていると、児童館は子ども達のしつけの場でもあるように感

じています。 

靴の脱ぎ方や片づけ等、昔は近所のおじいちゃんやおばあちゃ

んが教えてくれたことを、教えてもらえる場が児童館だと思って

います。 

また、他の市町村から人が来ると、尾張旭市は全校区に児童館

があるというのは魅力的だとよく言われます。先日、他の校区の

方に児童館の利用を勧めましたが、広場等は他の校区の親子も利

用しても問題ないでしょうか。 

事務局 他の校区の方も利用していただいて問題ありません。 

子育て広場等については、住んでいる地域に関わらず、子育て

世代の支援を目的に実施しておりますので、より多くの方に利用

していただければと思っています。 
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委員長 ありがとうございました。他にご質問、ご意見はございません

か。 

では、本日予定しておりました議題は全て終了いたしました。

議事進行にご協力いただき、ありがとうございました。 

これをもちまして、平成３０年度第１回尾張旭市児童館運営委

員会を閉会いたします。 
 


